
 

  
 
 

道具としてのファイナンス 問題編 道具としてのファイナンス 問題編－債券 

【問題 63】 
次のような債券 Aと債券 Bがあるとする。市場金利が 0％から 20％に変化するとき、債券
価格にどのような影響があるか、EXCELのデータテーブル機能を使って検証しなさい。ま
た、期間が長い債券の方が市場金利に対して感度が高いことをグラフを使って説明しなさ

い。 
 
債券 A 
額面：1000円 
利率：10% 
利払日：年末 
償還期日：10年後の年末 
 
 
【解説】 
 
今回は、金利と債券価格との関係に関する問題です。債券の価格とは、債券の将来生み出

す CFの現在価値の合計です。現在価値を計算する際に適用する割引率が市場金利です。 
 
したがって、市場金利が高くなれば、債券価格は下がり、反対に市場金利が低くなれば、

債券価格は上がります。詳細につきましては、道具 188～190ページをご覧ください。 
 
データテーブルの結果をグラフにすると、期間が長い債券 B の方が傾きが急であることが
わかります。つまり、債券 Bの方が、金利の変化に対して感度が高いのです。 
 

債券 B 
額面：1000円 
利率：10% 
利払日：年末 
償還期日：20年後の年末 
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